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宇都宮大学では，独自の移動ロボットナビゲーション技術をパーソナルモビリティへ展開し
ています．このパーソナルモビリティロボットは，全国の大学で初めてナンバーを取得して
います．そのため，つくば市のロボット特区にて実証実験を行うことができます．
我々は，パーソナルモビリティロボットの意義として，付加価値の創造やサービスの提供に
焦点をあてています．そして，実証実験を通じて開発した技術の社会実装に取り組みます．
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人を乗せて動くパーソナルモビリティロボット[1]
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パーソナルモビリティロボットの設計コンセプト[2][3]
人と共存するロボッ
トは，生活環境の中
で違和感を与えない
よう，安全性や親和
性を考慮して設計さ
れています．
右の図には，サービスの内
容／要求仕様／実装しない
機能／デザイン方針の4つ
の概念を示す枠があり，矢
印はそれぞれの概念の関係
を示しています．
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つくば市ロボット特区での実証実験

5年間にわたる実証実験
では，人々の生活する
そのままの状況にて合
計44.5kmの移動を無
事故で達成しました．
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